
 
 

 

 

 

令和時代のお正月 
  

３学期始業式、子供たちの新年の元気な挨拶とともにスタートしました 。

 令和になって初めての新年が十二支の最初の子年に当たること、うるう年で

オリンピックが東京で開催されることなどを話し、３学期は、今の学年のまとめ

と次の学年への準備をする学期だということを伝えました。 

始業式が終わり、各教室で書初大会が行われました。１、２年生は硬筆墨で、

３から６年生は毛筆で、それぞれの学年の課題の文字を書きます。各教室をのぞく

と、だれもおしゃべりをせず、たいへん静かに集中して取り組んでいました。それまで練

習してきた成果を発揮し、素晴らしい書初となっていました。 

この書初も、以前は太いだるま筆を使用していましたが、今では通常の半紙用の毛筆で

書いています。紙のサイズも小さくなっています。床に新聞紙を広げて、大きな下敷きを

広げて書く光景はまだ残っていますが、紙が小さくなった分、迫力もなくなったなと尐し

寂しい気持ちになります。 

『お正月（東くめ作詞 滝廉太郎作曲）』の歌詞には、「お正月にはたこあげて こま

を回して遊びましょう」「お正月にはまりついて おいばねついてあそびましょう」とあ

ります。たこあげ、こま回し、まりつき、羽根つき。令和の時代の子供たちは、このお正

月の遊びをした子供が何人いるでしょうか。たこあげや羽根つき等、外でする遊びの他、

すごろく、かるた、福笑い、百人一首なども、ひと昔前までは定番の遊びでした。「○○

福笑い」「○○かるた」等、人気のキャラクターを使った雑誌の付録もありました。こた

つに入って、家族と楽しんでいた光景が思い出されます。 

２０２０年度に新小学校学習指導要領が全面実施となることについては、これまでもお

知らせしているところですが、各教科、領域の指導目標や指導内容に、「我が国の伝統と

文化を尊重し…」という文言が頻繁に出てきます。先行して施行された幼稚園教育要領に

も内容の取扱いの留意事項として、「文化や伝統に親しむ際には，正月や節句など我が国

の伝統的な行事，国歌，唱歌，わらべうたや我が国の伝統的な遊びに親しんだり，異なる

文化に触れる活動に親しんだりすることを通じて，社会とのつながりの意識や国際理解の

意識の芽生えなどが養われるようにすること」と具体的に示されています。これまで家庭

で体験できた我が国の伝統文化も、幼稚園や保育所等の幼児教育から学校教育全般に至る

「教育」の中で、指導したり体験させたりしているのが現状です。 

 時代が進むにつれ、過去は歴史となって積み重なっていきます。伝統文化の灯が消えて

いくのは寂しいですが、それが時代の流れと受け止める心も必要です。 

 年末に臼と杵でついたお餅のお雑煮を食べ、黒豆をゆっく

り煮て、おすわいを作り、数の子の皮をむきと、令和になっ

たお正月も相も変わらぬお正月を過ごしながら、令和の時代

に思いを馳せていました。 

 本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

            校長 上田 良美  

学 校 便 り  滑川市立西部小学校 R2． 1．23 
学校教育目標  「三つの花」を咲かせる西部っ子 

にこにこ花  楽しくあいさつができる子 
ほかほか花  「あったか言葉」をつかう子 
きらりん花  きらきらと自分らしく輝く子 



２０２０年度 小学校英語必修化！みんなで挑戦を楽しもう！ 

                           外国語専科教員 田中 史恵 

 

２０１７年３月告示された新学習指導要領では、中学年には外国語活動が年間３５単位

時間、高学年には教科としての外国語が年間７０単位時間導入されることとなりました。

２年間の移行期間を経て、いよいよ４月から外国語が全面実施となります。 

中学年から「聞くこと」「話すこと（やり取り）（発表）」を中心とした言語活動を通

して、外国語学習への動機付けを高めるとともに、高学年では、音声に十分に慣れ親しん

だ後に、段階的に「読むこと」「書くこと」の言語活動を加え、中学校への接続を意識し

ながら系統的に学習を行っていくことになります。 

 ５、６年生では、他教科同様外国語科も、「知識・技能」「思考・判断･表現」「主体

的に学習に取り組む態度」の３観点で評価が行われることになります。一人一人の子供た

ちのがんばりを認め励ましていけるように、インタビューやスピーチ、アルファベットや

簡単な語句を書き写すなどのパフォーマンス評価をていねいに行っていきたいと思って

います。 

 ４月より専科教員として市内３校で５、６年生と一緒に外国語活動（外国語科）の授業

を行っています。どの学校の子供たちもALTの先生、友達とのコミュニケーションやゲー

ムを楽しみながら、スピーチや英語のやり取りに一生懸命チャレンジしています。言葉を

学ぶには時間を要します。学び続けていく土台は「好きであること」だと思います。未来

に向かって、楽しみながら友達と学び合い、失敗をおそれずに挑戦してほしい。そして、

自分自身の成長を感じて自信につなげてほしいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生書初「すもう」 

書初大会を皮切りに３学期も頑張る西部っ子たち‼ 

３年生書初「思いやり」 ４年生書初「雪の立山」 

５年生スギノマシン企業見学 

ウォータージェットを体感しました。 

２年生パソコン教室 

タブレットにお絵かきしました。 

 

６年生租税教室：税金と私たちの

くらしとの関係を学びました。 


